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はじめに




　鳥取東高の恩師を語る時、この先生のことを思い出す同窓生の方々は多いはず。



　昭和31年4月から38年3月本校に勤務。生徒急増で鳥取西工業の創設に関わり昭和38年4月から46年3月まで同校勤務。昭和46年4月に再び母校へ戻り平成6年の定年まで教壇に立たれた。

その後しばらく講師勤務をされ、現在も華道部に週に１回顔を出されています。



　倉恒先生にはその風貌から、我々は、「たわし」なる愛称を奉った。現在も、東雲会本部の副会長としてご活躍中。京阪神支部会報へ寄稿をお願いした。



　今回先生の了解を頂き掲載分をまとめました。



岡田　俊一（山脈12回生）



鳥取東高同窓会京阪神支部会報
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総合高校としてスタート




　昭和24年4月　新制鳥取東高が誕生、発足しました。　一中、二中、県立女学校、市立女学校などを、昭和23年に一高、二高、三高、市立高と名称を変えていわゆる新制高校（6･3･3制の３で、旧制は、小学校6年、中学校5年であった）にしたものを、再編成して、鳥取市内は東高、西高の二つに分けてしまいました。市内の若桜街道を境にして、東側に住んでいる生徒は東高へ、西側に住んでいる生徒は西高へ、元の学校が何であろうが、このどちらかの学校へ行かなければいけないことになりました。又、東高、西高は総合高校で、あとで、東高よりは、鳥農、鳥工、岩美高が分離することになり、又、西高からは、商業が分離しました。西高の夜間や、通信は分かれようがないようですが。

　このときの東高普通科生徒数は、１年生318名、２年生210名、３年生92名（一高より110名、二高より195名、三高より145名、市高より131名、他に新制中学より55名、合計620名。県外からの通学者も多く兵庫県の浜坂、西浜地区から72名ありました。１年生が非常に多く、３年生の３倍以上であったし、又男女の比率もアンバランスで、男子342名、女子277名でした。






写真は平成８年度京阪神支部総会出席の先生

　二中の校舎は、終戦のころは、兵隊が入っていて、炊事場や、馬小屋、むしろ張りの便所などがグランドに建てられていて、その名ごりが、あちこちに見え、建物の壁などはタールで、迷彩して、汚くよごしてあり、天井から雨の漏るところ、廊下の板をふみ抜きそうなところ、壁の板がはがれて落ちそうなところ、ガラスのこわれた窓･…　　1年生は多いので、1年生だけのホームルームでしたが、２年、３年は一緒の混合のホームルームとなりました。しかし、この日まで男女七歳にして席を同じくすべからず、という教育を受けて来た我々です。又、五日制で教育課程は自由選択制。

　自分の授業の時間割を勝手に作り、授業の教室を時間毎に移動して勉強する（民族の大移動と称していましたが、学年を解いて同じ授業を受けることもありました）のです。中に「ブランク」と称する時間をつくって、勝手に遊んだりもしました。グランド周辺の桜は太い枝を地面まで垂らし、グランドはクローバーが一面に生えていました。生徒会活動、臨海学校、文化祭、校内大会･…　これから始まります。


混沌の中から




　昭和24年4月5日生徒初登校。

ところが『二中の校舎はどこだいなぁ？』何しろ、一中、県女、市女などの生徒は二中に一度も行ったことのないものが多かったので。

　現在の東高に行くには、駅前－国府線を駅の方から大橋の方に行き、大雲院の前から右手を見ると、真っ直ぐな大きな路ができていてつき当たりに東高の玄関が見える――と、大変わかりやすくなっています。（このようにするために、関係者のいろいろの苦心談もあるのですが）しかし、当時の右側「福田のうどん屋」の先、左に勢木屋(唐津物や、その他いろいろの雑貨店)のところの右側に小さい路があって、それを入って前田呉服店(いつもおじさんがきちんと正座してお客さんを待っておられました)の前を通って天神川、三枚橋を渡って、土手を少し左へ、そこでやっと東高の玄関が見える(この周辺は何となく窪地があり、昔の道沿に植えたという小さい杉が少しあり、東高の入口は、高さ１ｍぐらいの半月形のセメントの校門が左右にあり、学校の区域の境には、小川というか、やや大きな溝があって学校側の土もりの上には白萩が１ｍ～２ｍの高さで茂っていました。これが咲いたときは、大変きれいなものでした。

　校門を入った左側は、たしか泰山木やザクロや、いろいろな木が植えてあって、奉安殿がありました。敗戦後、特に進駐軍のやかましい時代でしたから、何も言えない、むしろ、おぞましい感じだったのですが。

　で、がやがや、がやがや生徒が集まり、点呼を受けました。昭和20年の敗戦で、外地にいて引き上げて来た人、予科練に行った人など年齢の大きい人も混じっていたのです。それから、クラス分けで、各ホームルームに行ったわけですが、２年、３年は混合されたクラスでした。７ルームまでが１年生のみの、８ルームから15ルームまでが２･３年生の混合ルームでした。






　東高の校舎配列を漢字の三に例えると、一番下が真中に玄関のある棟で、一階は校長室、事務室、職員室、２階は教室で右はしが生徒昇降口で各種掲示板などがあり薄暗い購買その先にトイレ(女子便所がありませんでした)、トイレに並んで、『控所』－ちょっとした小さい体育館みたいなもの。ボクシング部がリングをはって練習する程度の大きさ、卓球部もここをつかいましたが。

　三の字の中の棒の一階左はしが、生物教室で。実験台のある部屋。(ここが、私の最初のホームルームでした)その隣が生物準備室、それから教室が２つ、二階は教室が４つ、私達２年のときはこの二階の右はしが２年Ｂ組(２Ｂ)で、私共の教室となり、左はしが、２Ａ、中が２Ｃと２Ｄでした。昭和25年には、学年を解いたホームルームはなくなりました。三の字の一番上の位置に、1階右はしから化学準備室、理科準備室、物理教室(これは階段教室になっていました)そして２階への階段があり、左側教室３つ、２階はこの上の部分だけ。三の字の左はしに、例のアンサール様式とか云う講堂があり、その上の方の位置に、他校にはなかったプールがありました。

　グランドの周りはソメイヨシノの桜が丁度最盛期をむかえて、幹太く枝も地をはうようなものであってすばらしい花盛りでした。桜の樹の寿命は50年といいますから、二中は大正11年創立ということですから30年近く経って樹としては一番よい時だったのではないでしょうか。

　桜のむこうは麦畑、菜種畑で、鉄道まで何も建物はありません。授業中、煙を上げて走る列車が見えました。授業のない(自分で作ったブランク、又はさぼって)時は、田圃へ出たり、さらに線路を越えて高農の方へ遊びに出たりしたものです。

　さて、初めてのホームルームですが、私たちは『男女七歳にして席を同じうせず。』という教育を受け、幼稚園の時は一緒でしたが、数え年で８歳、小学校に入学すると、男、女はまったく別々の組で、中学、女学校では、女子と話しをするなどはもちろん、女生徒の方を見たなどといって上級生に殴られるというような男女別々、まったく隔絶された世界で成長して来ました。

　それが、とんでもない、一緒のホームルーム。名前が示すようにホームルーム活動やら勉強会やらをするということになりそうです。現在も連綿と続いている東高文芸部誌の、1959年鳥取東高十周年記念特集の中に

＜女学生なるものをそれまで、まじまじと顔を合わせて語り合うことなど、不徳？と考えていたので、今の若い人達ではおかしい程、固く緊張したものである。＞(山２奥田澄朗)

　＜統合と相成って男女混成のクラスが編成されました。あの時あの胸のどよめき、未だに忘れ得ぬものがあります。第一に問題の焦点となるのは席の取り方でした。男女交互に並びなさい。男、女、男、女の順です。…前後左右どちらを向いても皆女性、全く面食らいましたね。今でも覚えています。私が初めて女子と話したのは統合になって丁度６日目、それも私が話しかけたのではありません。後ろから声がかかってきたのです。『消しゴム借してつかんせえな』なんと表現していいのかその時の感激。『ホ』わざと声を荒々しくわずか一言、でも消しゴム持つ手は感激にふるえてさえいたのです。…＞(山３田中史朗)

　＜最初の失敗はクラスに分けられ担任がおいでになるまでの時間に、僕が発議したことでした。「最初に自己紹介しませんか？ まづ僕は一中から来た××です。よろしく。」ところで、女生徒群は、急におびえた小動物よろしく一隅に固まって身をせばめ、まじまじと恐怖の瞳を集中させていました。＞(山３倉恒貞夫)

　といった様なことで、ホームルームが始まり意見発表、クラス討議、リクレーション、クラス対抗各種競技会、生徒会活動、自治活動…がなされて行ったのですが、朝のホームルームが終わると、各自自分の時間割に従って授業を受けました。授業科目と先生と教室が決まっていて。生徒がぞろぞろ自分の勉強教室へ移動しました。「ゲルマン民族の大移動」などと云ってました。

　先生方はどなたもすばらしい学力、人格、教養を持ち、教育(特に自治、民主、独立)に情熱を持っておられました。英語は荒木一雄先生。今もその時のプリントが残っていますが、あの当時は物資が無い時代でしたから、薄い薄い透けるようなザラ紙に謄写印刷で、大学授業レベルの教材を次々にもらいました。荒木先生が、御自分が生徒の時、授業のベルがなっても、その先生が授業を続けていたので、『タイムイズモーネぇ』と言って叱られたという話をされたのをふと思い出しました。授業は毎時間、口頭泡の飛び散るような激しい強烈なものでした。校舎の三の字の一番奥の二階の左端の教室でした。

　荒木先生に一年間教えていただいて、次の２年生になったとき、西高から東大卒の先生というのが来られました。この先生は我々を甘くみておられたのか勉強不足か、荒木先生に習っていた我々の質問に立ち往生で、リーダーの一行目が、一週間たっても終わらない。一年のとき、冠詞の勉強をしっかりしましたから、まず‘the’に対する質問から発して冠詞の特殊例などなど。次に‘be’動詞について…とうとう先生を辞められたとか。

　もう一人の先生は、旧制中学の時に教えていただいた、口をひらけば辛辣な言葉が、ぽんぽん次々と出て来る先生で、『君達みたいなでけんもん教えとるより、家に帰って、寝とって本を読んどるほうが、よっぽどええわい…』といったような方でしたが、テキスト‘イーノックアーデン’をなかなか皆が購入しないので、テキストのないまま教室に出て座っているという状態で、怒った先生が、『お前やは、もう教えたらん。』と言って教室を出られると『ばんざい。』『さぁエスケープ』。２年の時は、英語の勉強を全然しませんでした。ところが、３年になるとき、東西両高校の学力テストか何かあって、当然のことながら英語の学力ががた落ちで、そのために楽しみにしていた修学旅行中止(一部富士登山をした人がいましたが)、「３年になる春休みは勉強せえ」ということになりました。私も、英語の文法の参考書一冊、ノートに丸写しして勉強したことを覚えています。３年になったら、若松清太郎先生に教えていただきました。(小樽商高の教授、鳥取商業の校長)おかげで、皆の学力が回復したのではないでしょうか。

　まだまだ、各教科のこと、自治会、生徒会のこと、クラブ活動のこと、臨海学校、東高祭… 書くべきことが一パイあります。




思い出の先生方




　私は昭和24年(1949)４月、東高開校(開校式は４月12日、工業の体育館で行われた)のとき、１年生として入学し、昭和27年(1952)３月に卒業しましたから、３年間東高に在学した卒業生としては一番古い卒業生ということになり、ひそかに何となく、勝手に威張って(？)います。






　４回生と我々３回生とは大変変わった関係にありました。というのは、我々３回生は、旧制中学、女学校の最下級生として、中学校３年間ずっと下級生なしに来ましたし、４回生は、新制中学校の最上級生として先輩なしに３年間過ごして来て、昭和25年東高に入学して初めて上級生の我々がいるということになったからです。

　前にも述べましたが、高等学校統廃合による学区制でこのとき東高には、東中、南中、岩美郡、県外からの受験生が新入生として入学して来ました。北中、西中、気高郡は西高。当時の日本海新聞は、東高が最も難関校だと書いています。

　それで、３回生は下級生の扱いに慣れていないし、４回生も上級生というのはどんなものかどう接してよいかわからない――しかし、戦後の民主・独立・平等・自尊・自治などの考えに従っていましたから少しずつとけあって来て、非常によくなったのです。

　５回生は我々が３年生の時の１年生。私個人で云えば、６、７回生は知りませんが、大学を卒業して、東高に教師として帰って来た時には８回生が３年生、９回生は２年生。そして10回生は一緒に東高に入学した１年生ということです。

　10回生も、もう還暦を迎える年齢となった様ですが、この時の新入生の中には、今の東高の校長の田村先生、校医の岸田先生もおられます。それから昭和38年まで東高におり山脈16回までの卒業生は知ったり知られたりしていると思います。昭和38年から昭和46年まで新設の西工業。また昭和46年に東高に帰ってきました。山脈23回(昭和47年３月卒)が３年生、以来平成６年定年退職。それ以後講師として授業や華道部の顧問として東高に御世話になっております。

　東高の歴史の流れとして①開校のころ②昭和31年～37年(何故37年かというと、昭和37、38年ごろよりベビーブームの余波で、高校急増、私は新設の西工業に行きました)③昭和38年、東高も１年生はそれまでの６クラスが、12クラスになり300人ぐらいだったのが600人以上となり(山脈17回)学校もずいぶん変わってきたようです。

　古い資料をさがしてしていましたら、井上竹男先生の補習プリントや、私のノートが出て来ました。井上先生は、昭和24年～39年まで、東高におられて、あと米子工専の教授として行かれた方です。解析Ⅰ、Ⅱ、と数学の分野がなっていますがテキストがかなりの部分英文で書いてあります。プリントに私も単語を引いて訳をつけた跡も処々にあります。思えば、テストにも英文で書いた問題もあったのでは、と思います。ノートの方もタイトルなどほとんど英語で書いています。英語がよくわからなかった生徒はどうだったのでしょうか。試験の平均点が100点満点で0.25という時がありました。井上先生の授業は、『水の高きより低きに、おもむくがごとく』、順列組合せなどでは中国美人と、西洋美人と、手を握るコタツの座り方、――本当はもっと強烈な表現?!――など、独特の表現と教え方でした。先生は大変タフで、コリ性で、例えば、テニス。毎日、朝早くから、一日中(暇さえあれば)中庭のコートで、練習しておられました。その相手をされていた井村先生は、それで身体をこわした、などと話されたことがあります。そして、魚釣り、特に鮎釣。朝まで釣って学校に漁獲を持って来て見せて、そのまま、授業をされたり、あれはどういう風か今では考えられないのですが、朝から宿直室で、囲碁。

　あの当時の先生方は、大らかな生き方をしておられたようです。さらに、井上先生は、尺八の大家で、臨海学校で、諸寄の小学校に宿っているとき、諸寄の琵琶の先生が聴きに来て、丁重にあいさつをしておられたことがありました。









　鳥取県の囲碁界の本因坊、囲碁名人などNo１の松本二郎さんは、井上先生に手ほどきを受け、やがて先生より上手になり、先生に囲碁の相手をし、そのかわり今度は先生の尺八を習うと云う交換指導をしていたようです。



　化学は藤井睦雄先生に習いました。

先生は身体がお丈夫でなく、東大の研究室から郷里鳥取にお帰りになり、東高で化学の指導をされたわけです。当時の化学の教科書は「大日本図書」のものでしたが、その本の中の実験は全部生徒にさせられました。実験数も80～100ぐらいあったのではなかったでしょうか。生徒各自が、それぞれ実験し、レポートを書いて提出、それを採点して返す――大変な作業だったと思います。藤井先生も、化学の項目などには必ず、英語を付けて指導されました。当時の東高の先生方は英語がわかってあたりまえということだったのでしょうか。お陰様で大学に行ったとき、英語の術語など、何となくわかったような気がして楽でした。



　国語は昭和32年福知山駅で、列車事故でなくなられた藤原先生に習いました。先生は台北大におられたということで、中国語で漢詩など読まれたりしました。試験問題が大変でした。プリントは用紙裏表びっしり書かれ、２枚も３枚もありました。そしてその採点は皆の答案に赤字で丁寧に直し、いろいろ感想など書き込まれて返されました。当時先生は、智頭の方から列車通で、大きな鞄にパンパンに答案を入れ、列車でも採点しておられた様です。先生は校歌の作詞もされました。静かな方で、号を『氷華』としておられました。自分の中には炎が烈しく燃えている――。



　国語のもう一人の先生、旧姓尾崎先生、結婚されて米山美代子先生、ふくよかな美人でしたので「平安美人」とニックネームを献上し我々が２年生の時に結婚されたので、当時は流行歌で高田浩吉の『土手の柳は風まかせ…』という歌がはやっていたのを変えて『米山オカメはトトまかせ…』などと歌いまくったので、担任の前田寿男先生(マーボー)が職員室から飛んできて、「歌うのを止めぇー」と叱られました。しかし、その時は他のクラスが同じ歌を大声で歌って助けて呉れるなど、担任は学校中行ったり来たりがありました。



　教頭の中村高士先生も国語でした。口ぐせの言葉があって、今日は何回だった、など数えるものがありました。中村先生は『柏舟』という号でした。ニックネーム『かばさん』でしたので＜海行かば、水くかばね＞など、カバのところを強調してこれも大声で、教室で歌い上げました。社会は２年３年の担任でもあった前田寿男先生、世界史、＜ゲルマン民族の大移動＞＜ナポレオンの一生＞など立板に水の名調子で語られました。＜ナポレオンはしみじとしたところのない男だったけろ＞名調子が出ると、語尾がチョットあやしくなるのですが、我々はすっかり感激しました。



　物理の横川先生は、我々の隣のクラスの担任で、横川クラス、前田クラスは旧制中学から来た男子ばかりのクラスでしたから、一緒のクラスみたいなものでした。学校中、我者顔で大暴れ、毎日々大騒ぎで、大変楽しくやりました。あれはどう云うわけか、学校でも、街でも、何人か集まって、ぞろぞろ街を歩いたり、だれかの家に行ったり、先生のお宅にも行ったりしました。テストの前は２～３人ぐらい互いの家に行って徹夜で、一夜づけの勉強をよくやりました。



　音楽の田中妙子先生(現在は、森山先生、東高校歌の作曲家で、甲子園球場の近くに住んでいられ、東高の校歌が、まだ甲子園で流れないが、いつになったら聞かせてもらえるのといわれます。)のお宅はオオチダニ神社の入口のところにありましたが、何人かでおしかけ、ピアノを弾いていただいて、皆で歌ったりもしました。今思えば、独身の女の先生のお宅に男の子が何人もおしかけ夜遅くまでさわいでいたのです。

　３年生の時の正月は、集団で担任の先生や勉強を習っている先生のお宅を襲って上がり込み食ったり飲んだりするもの(?)をねだったりなどもあったかな？



　卒業してからも、やはり、先生方のお宅へいろいろ話をしに行ったものです。他の学校ではこのようなことがあったでしょうか。

　物理の横川先生の時間には、皆がいろいろネダって、物理ではない話をしてもらいました。時に酒の飲み方も。当時は酒のないころでしたから、焼酎の飲み方、――番茶で割るとか、サイダーで割るとか、飲んでから鼻をつまんで走るとよく酒がまわるとか――など。

　したがって、臨海学校では、先生方の寝られた後で、諸寄の海岸で、ヤカンに焼酎とサイダーを入れて、皆で走り回る実験もやりました。

　臨海学校については、あとでまとめて書きたいと思います。




臨海学校あれこれ




　昭和24年4月1日より新制度に従っての『鳥取東高』が誕生しました。この日までは「男女7歳にして席を同じうせず･･･」などといわれ、幼稚園は男女一緒でしたが小学校より男子組、女子組と分離されていて、はっきりと男子だけ女子だけの学校でした。当時は話をするのはおろか、ちらっと女子学生に方を見た－ということで鉄拳制裁（拳骨でなぐられること）を受けるような時代でしたから、ホームルーム活動、教室での勉強などいろいろ大変でした。

　これまでは映画も見てはいけない、映画館に入ったのを見つけられたら親は呼び出し、本人は謹慎といった時代でしたが、これも急に映画を見ることが解禁され、学校に映画部ができ、映画部員は映画館のフリーパスをもらえたりしました。そして外国映画の恋愛キスシーンなどが大変話題となって来ていました。



　そんななかで、初めての臨海学校が24年7月30日にクラス別で日帰りで行われました。

　交通事情なども勘案して　と記録にありますが、男子は海水パンツ、女子は昔風のシミーズのような海水着でした。

　兵庫県の諸寄でした。独自てんでんばらばらで、汽車に乗り、諸寄に行き帰って来ました。海でボートに乗って沖へ出る生徒を担任毎に、自分のクラスの生徒を双眼鏡で監視されていました。男子生徒、女子生徒が遠くで、裸に近い状態で何をしているか――ということが重点だったようです。




　昭和25年の夏は、前年のように各ルームで別々に諸寄に海水浴に行っては付添教員の負担が重すぎるという反省の下で、学校でまとまって海水浴に行くことになりました。

　私は二年生でした。男女共学なのですが、選択コースの関係でか、男子生徒ばかりのクラスで、担任は世界史のＭ先生でした。諸寄小学校を借りて、板敷の教室に寝ました。女子の多いクラスは畳の作法室でした。駅の近くのお寺に泊まったクラスもありました。

　食事は各クラス毎の自炊で、御飯炊き、料理作りも当番割りにしました。Ｍ先生にもイカのサシミを作ってもらったことを覚えています。このころの諸寄の海は海面から泳いで見ても底にいるサザエがわかるほど私のような素人でも簡単に潜って取れるぐらい沢山いました。水中眼鏡をして岩に顔を近づけて見るとアワビも、小さいものがいくつか取れました。夕食の時は、サザエやアワビをサシミにして、校長先生も来ていただき、どういうわけか、ビールやウイスキーが出てきて先生方に飲んでもらいました。生徒はもちろん飲みません。担任は躊躇しておられましたが、校長先生がよかろうといわれました。

　担任の先生が沢山飲んで寝られたあと、皆が砂浜へ出ました。学校の物理のＹ先生に話の水をむけると、身振り手振り面白く酒を飲む話（このころ、戦争、戦後中はアルコールが不足していましたから）焼酎を番茶で割って飲む話、サイダーで割って飲む話、ちょっと飲んだら鼻をつまんで走るとよく酔うという話などいろいろと話していただきました。

　どういうわけか大きなヤカンを持って来ているものがいて皆でまわし飲みをしました。海岸の燃えそうなものに火をつけてファイヤーストームをやりました。きれいな星の下、走ったりデカンショ節や、ノーエ節で踊り狂いました。海岸で火を付けて燃やしたのは、船を引き上げる時の木などであったと翌日この事を大いに叱られました。自炊ではカレーライスなども作りました。各クラスてんでんばらばらの献立です。

　夜、作法室で、数学の井上先生が尺八を吹いておられ、我々もそちらへ行きました。知らぬ男の人が神妙にかしこまって聞いておられました。先生は、「君いつの日か帰る」ホーリィチンツァイライを吹かれて我々に歌を教えられました。民謡や、流行歌などいろいろ、茶色というか褐色というか、黒くなった尺八で自由自在に吹いていただきました。先生の尺八を聞いていた人は、諸寄の琵琶のお師匠さんだということでした。



　昭和26年は、私達は３年生になりました。この年は学年単位で臨海学校が７月23～24日東浜で行われました。一、二年は全員でしたが、三年は希望クラスのみ。

　私達三年Ｂ組はやはりＭ先生の担任クラスで、参加しましたが隣のクラスの３Ａは不参加、担任の物理のＹ先生は学校の方の付添で来ておられたところが、海岸に出てみると３Ａの生徒が沢山勝手に来て遊んでいました。学校の方では生徒は海から上がれと指示を出されると、わざとぞろぞろ海へ入りこみ、生徒全員海へ入れと号令をされると海から上がって来る――といったことをして面白がっていました。東高を卒業してから、先生と一杯飲んでいるとき、この臨海学校のクラス生徒の行動のことで、ずいぶん他の先生に言われた――とこぼしておられました。

　昭和27年は、鳥取大火の後なので、臨海学校が行われたかどうか？

　昭和28年は、再び諸寄で、二泊三日、「浜坂の祭には、男女とも行くことを認める。当日は夕食を早めに済ませ、八時までに帰ること」副食費60円。小学校を借りて自炊。






(上)昭和24年の日帰り　(下)昭和33年のﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ

　東高開校当時から兵庫県の浜坂から通ってくる生徒が多く、諸寄とは峠をこえればすぐ隣という関係で、臨海学校中不足の食料品などすぐに取りに帰れるし、又、「川下（カワスソ）さん」という夏祭りは大変なにぎわいでした。



　この昭和28年度は普通科、工業科、農業科で構成されていた総合制の東高は、この年に分離、普通科校となりました。このとき「鳥取東高」の名称の取り合いがあったとか。

　昭和29年は、7月、鳥工の臨海学校の生徒が東浜に工事に来ている労務者に殴り込みをかけられるというトラブルが発生。直前になって中止。

　昭和30年臨海学校は東浜で全学年一緒に二泊三日。以来、東浜における臨海学校が定着したようです。この年で東高が県内で最後まで行っていた五日制が廃止となりました。



　昭和36年までは全校一、二、三学年

　昭和37年より一年生のみ

　東高の臨海教育は、平成９年に至る43年間続いたのですがこの長い間一人も水による事故がありませんでした。他の学校の生徒や人を助けたことは何回かあったようですが。このことは、宮脇通明(柏葉15)先生、本田義孝(山10)先生方の水泳部顧問の先生方をはじめとする先生方の献身的な努力・指導・水泳部員・水泳能力上位者による事前の海底調査、海流調査、一日中泳いでいる生徒の看視、諸準備、後始末などのおかげだとあらためて思います。



　このあいだ平成13年7月7日「鳥取環境大学校が出来て入学した学生が浦富で二人溺死しました。残念ながら二人とも東高の卒業生だということです。臨海学校がなくなってからの生徒といわれています。


創立当時の東高祭




　今年第53回東高祭が、祝創立80周年記念と銘打って、7月12日～14日の3日間行われました。近頃の東高祭は体育大会も含めて、3日間で行われるようです。

第1日は、昔の家政高校（今の鳥取女子高校）の前にできた県民文化会館を借りて、弁論、外部講演、筝曲、吹奏楽、演劇、各クラスの合唱コンクールを行い、また展示室ではクラブ展示が行われました。（美術、書道、写真、華道）　第2日は学校でファッション、ミュージックファクトリー、アトラクション、カラオケ大会、模擬店。同時にクラブの展示。(科学、写真、部落解放研、英語、文芸、家庭)　また、今年にかぎって生徒会特別企画の鳥取東高歴史展示－写真でつづる八十年のあゆみを第3日まで第2体育館で。第3日は体育祭。もっとも、このごろは、シンボル(張子)を作っても、それに火をつけて（ファイヤーストームをするために）燃やすことができなくなり、時に紙を剥がして火をつけて燃やしたりしてみましたが、結局、現在では作らないことになりました。しかし、今年は特別に、生徒会執行部が一つ作ったようです。

　東高の日程は昭和50年ごろには、体育祭も含めて二日半。(第1日目の午前中は授業をして正午開会式)というスタイルでした。日程の長さにいろいろ紆余曲折もあったようです。しかし、東高祭はどんな日程でもその時代の生徒の情熱の盛り上がりであり、青春の花開き、そして生命が煌いていた眩いばかりの一刻ではなかったでしょうか。

　それでは、創立当事の東高祭を思い出してみたいと思います。－こんなことができたのか！




昭和24年(1949年)

『第一回秋季大運動会は、10月9日(日)第二グランドで開かれた。生徒を主体とした運動会準備委員会によって、準備、練習に日を重ねてきたが、天候が悪化、ついに午後1時半中止された』『鳥取東高創立記念行事としての文化祭は、生徒を主体として合同協議会で決定した。一週間ぐらいにまとめて、校舎別にやることが、9月の職員会議で決められていた。』

　第一回東高祭日程　＜東高校記念文化祭＞

11月4日　学術発表会（第一校舎講堂）

11月5日　演劇、舞踏発表会（　〃　）

11月6日　弁論大会、音楽会（第二校舎）

　この期間中展覧会（第一、二校舎）

『初年度のことで若干の準備不十分な点はまぬかれ得ず、次年度に於いて最も盛大となった。』

（創立五十周年記念誌より）

昭和25年(1950年)

　第二回東高祭日程

10月 8日　大運動会　於工業科グランド

10月 9日　祝賀提灯行列

10月10日　音楽会　於工業科講堂

10月11日　弁論大会、研究発表会、映画

　於普通科講堂

10月12日　演劇発表会　於工業科講堂

10月13日　コート開き庭球・排球大会

　於普通科コート

拳闘試合　於工業科講堂

10月10日～12日　文化祭展覧会　於工業科校舎

12月上旬　農業祭　於農業科校舎

　全期間中バザーあり。

　昭和25年10月8日付の東高学園新聞(10号)をどういうわけか小生が持っているのでこれを参考にして諸行事を思い出しながら紹介してみます。



　10月7日　運動会前日。

　『宣伝隊は新装なったトラックに乗って7日午後3時、楽隊のリズムに合わせながら市中行進し新聞部特報のビラ、又学校当局の宣伝ビラをまき大声で口々に叫びながらその宣伝につとめた。続いて午後四時から第二回の宣伝隊を繰り出し校歌を唱いながらトラックで市内を廻りビラをまきその宣伝につとめた。』(東高学園新聞記事より)



　10月8日　大運動会、於工業科グランド。

　国道の入口には、門をかまえ、杉の葉で飾った緑門が作られた。校舎のあちこちには、大狸、３米以上の大キリン、山羊など次々に現れ、（我々２Ｂの大虎は普通科から皆でかついで運びこみました。）会場には満艦飾の小旗が思い思いのものが準備され張られていました。




　『愈々当日を迎えるや運動会気分はいやが上にも場内に漲り、その歓声は遠く久松山麓にこだました。昔を偲ぶ大井川の渡し競争、器械体操、吉田首相、山田のバーチャン出現の似顔絵、二重円の平和音頭、集団体操、等々。実に五十に余る体育絵巻は全校(普通科、工業科、農業科)を挙げての喜びと楽しみの交響楽の中に滞りなく遂行され会場狭しと集う幾千人に恐らくそれぞれの角度より深き印象と感銘を与えたことと思う。』(運動会を顧みて、体育教官室。「提携」創刊号より)

運動会終了後は自然発生的にファイヤーストームがそれぞれの張子の下で行われました。

　＜天をこがさんばかりの大火を燃やし＞－張子だけでなく、かなりの校庭周辺のゴミを燃やしてあたりをきれいにしたようです。フォークダンスの練習などありませんでしたから、ただ皆で火を囲み、デカンショ節、ノーエ節、応援歌、などをくり返し歌ったようです。



　担任のＭ先生は『あんたらあは、酒も飲まずにようやんさるなあ!!』運動会には、Ｍ先生の奥さん、小さい子供さんお二人とも一緒で、ハリコの虎の前で記念写真をとっています。女物の着物を着たりタスキを掛けたりしている級友もいます。だんだん盛り上がって来て歌ったり踊ったり先生方を胴上げしてまわったり運動会の夜の興奮はなかなかつきることがありませんでした。

　10月9日　東高祭、前夜祭、祝賀提灯行列。

　『工業科、機械科の誇りとしている自動車を繰り出して、宣伝に当たり10時、1時、4時の三回に渡って仮装した人々を多数のせ日本海新聞特別奉仕の宣伝ビラをまき、男生徒のフラダンスや、女装チャップリン、寛一お宮の外に多数くり出して大々的宣伝にあたる』

『盛大に開かれる東高祭を少しでも多くの人々に見てもらう為渉外宣伝係では本校所有のトラック二台を仮飾(花電車)市中を宣伝して回ることに決定しその威力が大いに期待される。』

走るぞトラック花自動車

『東高祭が目前にせまり両車共出品すべく先生、生徒は土・日曜も出校し徹夜の日々など、夜風が身にしむ月光りの下での修理も続けられている車はフォードの1932年型四気筒であるが乗り心地は上々とのことだ。第二車はニッサン製2600。1940年型六気筒で俗にドンビキ型と称され、戦時中大活躍したもので・・・。』

夜は提灯行列。先頭はトラック、楽隊についで、全校生徒の提灯行列。男生徒、女生徒共ローソクを三本くらい持って末広通り、駅前、智頭街道、若桜街道、大工町通りなどを練り歩いた』

10月10日　音楽会、工業科校舎講堂

音楽部(七十余名)の大合唱団が主で、モーツァルトのグローリア、オペラローレライより抜粋、その他、３時間の大合唱。その他のルームの合唱団の発表。






 10月11日

○弁論大会　参加人数二十数名。これは東部地区大会出場をかけての一戦。大会中に放送式討論会。「個性と社会生活」がテーマ。9～12時の3時間。一人7分。○研究発表　人文科学部門「意志論」、自然科学部門「サビの研究」「空気中の微生物の培養」「日本海新聞活字及び自作品の研究について」など。○映画上映　映画部のCIE映画上映。普通科講堂。

　10月12日　東高祭、4日目。

○演劇発表会　於工業科講堂。

「竜の落とし子」普通科２Ａ。原作真船豊。演出郡孝幸(1時間)/「ヴィーナス」普通科２Ｂ。演出塩川彰。主演倉恒貞夫(１時間)/「ポール氏とマリー嬢」普通科３Ｃ。原作３Ｃ/演劇部「マクベス」シェークスピア原作。四大悲劇の一つ(二時間)/「蘇る面影」演出菊川(一時間半)/ダンス「青きドナウ」（６～７分）/「世界は一つ」世界平和・世界統合理念を描いたもの（２０分）/「醜きアヒル」物語をダンス化したもの(15～20分)以上ダンス部。　演劇部はシェークスピアものを次々に手がけ発表し、県の演劇発表会でも常に上位を占めていた。

　10月13日　東高祭、第5日目。コート開き、庭球・排球大会、普通科コート。

○拳闘大会。工業科講堂。当時は生徒間にも拳闘が盛んであって、厚手の兵隊用の手袋などを利用して休憩時間などシャドウボクシングなどもやっていた。普通科の生徒控所にもリングが作られたり、ボクシング部も大活躍で、モスキート級の選手権を全国大会で取ってきたといわれていた。

　10月10～12日　文化祭展覧会（11クラブで、その外映画部上映会のＣＩＥ映画上映会が11日に行われた）3日間、普通校舎。

○社研展。社会研究部。古墳のパノラマ、出土品の展示、統計教室（生徒の学校生活の統計（読書、思想、小遣いなど）、鳥取市在住人口の移動状態など。○新聞展　新聞発行までの行程。日本海新聞社、日の丸印刷等の協力による種々の実物の展示。○工芸展　山、川、大都会のパノラマを自在にかけ廻る種々の電車、電気自動車。○美術展　出展数80点、洋画12点。日本画7点、水彩画60点。一般作出品とクラブ員の作品。○短歌展　部員の短歌作品を一人五首あて展示。鳥取市内の短歌グループよりの代表歌人3人に出品してもらう。中央有名歌人の短冊を展示。有名歌集多数展示。

○書道展　出品は本校部員は勿論、連盟を通じて西高、家政高、八頭高、市内四中学にも。○写真展　部として生まれて間もないクラブでクラブ員も少ないが作品30点。○華道展　ただ単に花を活けるだけを目的とするのではなく、若い人達にピッタリ合った意義のある作品を出品する。○図書展　10月9日より6日間図書室で行う。特に製本の順序について解り易く展示。○茶道展　腕自慢の茶道部ではこの機会にと全神経をただ「お茶」に集中させている。○園芸部　園芸クラブは当季節の花ダリアを中心とした展覧会で近郊で集められ得るダリア品種を網羅して生けるダリア図鑑ともいうべきものを示す。会場は北校舎東階段下の音楽室○映画展　世論調査を基準に学生と映画の関係をグラフで示すなど。

　展示会場は、全校の教室を使用。机、椅子を片付けていった。新聞、美術など一つのクラブで教室を2から3も使うものがあった。

　学校祭準備には、当時五日制であったから(本校は昭和31年まで五日制であった)土、日はもちろん、時には早朝、あるいは夜遅くまで、時には学校に泊まって作業をした。

展示会の二、三日前ごろからは、女子生徒もかなり学校に泊まった。茶道部、華道部の女子の生徒が畳のある部屋に泊まっていて、そこへ、生物の標本のガイコツを持って、おどかしに侵入した男子数名が、女性軍に迎え撃たれて、ほうほうの体で逃げ出したこともあった。又、夜泊まって仕事をする生徒のために全校に呼びかけてサツマイモを持って来させ、――それが玄関を入ったところに、ムシロをひろげて置いてあり、勝手に自由にもらって行ってバケツで火を焚いて、焼いて夜食にした。――木造の校舎の中で、バケツで火を焚いたのだから?!　これらは、生徒各自、クラブ又は生徒会各自の責任で、先生方の巡視だとか、干渉だとかあったおぼえがない。

　東高祭の企画、立案、実行などは、三校舎全体の生徒会、又は、各校舎の自治会にまかされ、その責任で行った感じであった。ほとんど生徒会主体という感じで行動していたようである。

東高祭バザー

　10月8日より東高祭バザー。これが自治会運営資金獲得を目指して行われる。昨年は、各クラブ資金カンパのために濫立したが、自治会の名で統合開催することになった。

　家庭科クラブの女生徒50名が従事。運動会当日は校庭に三ヶ所売店を開き、講堂の半分に紅白の幕を張って食堂部分と調理部分とした。

　バザー券は一枚20円。うどん、ライスカレー、コーヒー(ケーキ付)、その他ラムネ、アメ、菓子、パンなど。

　他の期間中は校舎毎に食堂を置き(普通科は9ルーム)、近くに売店を設けた。

　普通科グランドの庭球、排球コートの整地はこの後も続き、生徒の手で土入れ、ならしなどを続けられたが、次年度東高祭近く9月10日、1年Ｄ組が松保村で土取り作業中土砂崩れが発生、生徒3名が生き埋めとなり、うち一名死亡の大事が起こった。このため、哀悼の意を表するため自治会生徒会は運動会・東高祭を中止した。

　それでこの年の予選会は、二日間行った。




東高の理科あれこれ




　昭和24年東高発足当時の理科教室は、玄関から見て三ノ字形の校舎配置の中央の二ノ字の位置（中校舎）一階左はしが生物教室で、その右隣が生物準備室。三ノ字の一番上の位置の校舎（南側校舎）の右側が、平屋建てで、右はしが化学実験室（第二回にはプリントミスで準備室となっていました）、次で理科準備室、物理教室（階段教室）でした。

　昭和31年はまだ、この教室でしたが、物理、化学の理科教室が作られ、昭和32年6月5日に竣工記念行事が行われました。

三ノ字形の校舎の上（南側）にもう一本線を引くように新理科教室ができました。左端より、化学実験室、同準備室、化学講義室（予算の関係とかいうことで、ちょっと狭い感じでしたが）、物理実験室、その奥に、同準備室。






　この日は、記念行事として、①研究授業、②視察懇談会、③小宴　が学校とPTA主催で行われました。

研究授業は、物理　３年Ａ,Ｄ組　横川教諭山脈９回の理系のクラスの人が生徒でした。グループ別物理実験14項目。

化学　１年Ｅ組　藤井教諭（化学実験室）山脈11回の生徒で、実験室のテーブル表には名前と出身中学が付して書いてあり、生徒にいろいろ聞いてやって下さいと案内してありました。「溶解度の測定」実験。

　化学　１年Ｃ組倉恒講師（化学講義室）「酸素にはどんな性質があるか」　講義と供覧実験。

　東高が発足したときより理科の先生としてはこの三先生。物理　横川芳彦先生（24～40）、化学　藤井睦雄先生（24～34）、生物　生駒義篤先生（24～40）に教えていただいていました。加藤（下山）艶子先生、井口秀治先生、大家吉克先生もおられましたが。

昭和31年になると、それまで200人だった新入生が、300人になるので、理科の先生の数も増えて来ますが。この年までは、東高４クラスが６クラスに増えてき、他校に比べて生徒数は少ないが、進学率は一番よいと言っていたのが、少しゆるんできはじめます。

卒業者数が、山脈９回までは200人だったものが、山脈10回～16回　300人からだんだん375人となり、17回（昭和41年３月卒、38年入学）は600人以上　12クラスとなり、1クラスの人数も　50人以上となって来ました。

　現在は400人、10クラスとなって来ています。



＊　　　＊　　　＊

　研究授業が終わってから、視察懇談会が行われ、新米講師の小生は参加の先生方から　いろいろ指導を受け、ギュウギュウやられたことを思い出しました。

それから講堂で小宴。ゴザを敷いて、折詰と二合瓶で祝賀会が行われました。

　いつのころからか学校で酒をのむことができなくなりましたが、当時は卒業式のあとなどでは、体育館にゴザを敷いて、祝宴－謝恩会－があり、３年の担任をした時など、保護者から酒をもらって大変でした。以前は、職員会議も、熱が入ると６時、７時となり出前を取っての食事が９時10時になることもあったり、卒業認定の職員会議が終わると、３年の担任団が、ストーブでするめを焼いて、全職員にお礼の一杯を出したり、職員会議がおおもめにもめて、ケンカ様になったあとなど、職員室で互いに一杯飲むなどのこともありました。　皆がクルマで通勤しだしたので禁止になったのでしょうか。






取り壊し前の理科教室(S32)

　東高の化学の授業－特に実験は今考えても大変なものでした。

藤井先生に昭和28年度(1953)化学レポート(第１学年の巻)実験項目が37まであります。これは生徒が実験し、その結果をまとめて提出するもので、各自に渡すプリントです。






新理科室で藤井・岸本先生(S32.4)

　同じく、同じ年の(第２学年の巻)は実験ナンバー28から始まって59まで。

1952年の化学実験(レポート用紙綴)では実験1から、実験95まで、さらに実験上の注意が、10頁にわたってビッシリとつけ加えてあります。

　化学の「大日本図書」の教科書に載っている実験に加えて適宜実験をされたためです。

　実験は４～５人で班に分れ、各テーブルで行います。実験箱(各種実験器具が入っている)を使い、不足のものは教卓上又は、準備室から持って来る。基本的な器具の使い方などは、学年の始めに２～３時間かけて指導されました。

　実験準備のために４～５人が当番で、前日の放課後溶液作成、試薬、器具そろえなど行い、実験が終わった日の放課後、又後始末－器具を洗ったり、棚に返したりしました。

　レポートの次の化学の時間に提出。先生の方もこのレポートを点検するのが大変な仕事でした。うかうかすると、点検しないレポートが溜まって来て、とてもとても大変な仕事でした。

内容はもちろんですが、計算や、まちがった字を直し、そしてレポートの採点をして返却するのです。

　大学受験の浪人生が、勉強を兼ねてアルバイト的に実験の手伝いもしていました。

　実験用の白衣を全生徒に買わせたこともありました。当時の東高の化学は日本の化学教育の先端を行くものであったのではないでしょうか。授業も２時間続きで行っていました。実験をやる時間が充分に取れるためです。






化学の準備室で実験の準備と授業をする筆者

　藤井先生は、昭和34年９月鳥取商業高校の教頭として転出されました。当時としては異例の若い教頭でした。42才でした。しかし元来御身体が丈夫でなく、教頭の激務のためか、更に身体が悪くなられ、筋萎縮症ということで38年ごろは入院－８月終りに亡くなられました。山脈13回ぐらいまでの卒業生までは先生にいろいろ指導していただいたのではないでしょうか。

　横川先生も昭和40年4月まで、本校に勤務されていましたので、山脈17、18回ぐらいまでご指導いただいたのではないでしょうか。このごろ足腰の調子が少しお悪いということで、街を歩かれる時、杖をついて、ぼちぼち歩いておられる様で、奥様にお聞きすると、大好きだったお酒もキチンと止められたということです。

　生駒先生も昭和40年４月に転出しておられます。大変お元気で、今も地衣類の研究をしておられ、昨年は「2000 outstanding Scientists of the 21st century」に登録をされ、今年平成15年1月26日「日本地衣学文献集」「日本地衣学詳史」「日本産地衣類目録」※の出版記念と、登録されたことの祝賀会、講演会を行いました。足が少し不自由の様ですが御元気です。

現在の理科室は、特別室棟として昭和51年３月31日に竣工したもので、物・化・生の教室が入り、他に音・美・書などの教室も入っております。



※生駒先生より、これらの出版物、その他沢山いただきました。私がもっていても猫に小判です。有効な生かし方があればお知らせください。




校舎の変遷











　今年、平成16年6月23日は東高創立81周年の創立記念日ということでした。

　鳥取第二中学校は、｢文部省告示第467号(大正11年6月20日)によると大正12年4月より開校の件許可されているので、大正13年の2年に、今年は昭和79年になるので(西暦2004年から25を引いた端の数字が79となる)79を加えて計81が出てきます。

　昨年の創立80周年記念の事業で、校門前に『しののめ館』ができました。２階建てで、2階の一部に同窓会資料室も設けられています。　ここは同窓会館が建ててあった場所で、整地をしたとき「五輪さん」が出てきました。「五輪さん」というのは、昔の人の墓石で誰かがまつられていた印です。

　昭和24年のころは。このあたりに正門に向かって左側は凹地みたいで、ゴミ捨て場にもなっていたようです。時に、何か醤油の滓みたいなものが捨てられたりして、これが随分匂っていたこともありました。そのうち埋め立てられ、まず昭和27年に、同窓会の30周年記念事業の意識で、畳敷きの徳田記念館が、同窓会40万、ＰＴＡ60万円負担で作られました。各種会合はもとより、運動部の合宿などいろいろ有効に使われました。徳田記念館は現在は研修館となっています。

思い出のある方も多いのではないでしょうか。

　昭和38年には、その隣に同窓会館が、創立40周年記念事業として作られましたが、この建物が今回創立80周年記念事業の一環として建てかえられ、「しののめ館」となったわけです。

　道路をへだてて反対側に食堂がありますが、これは昭和36年12月に落成(全額ＰＴＡ負担)で、ずい分古くなりました。この時道路沿いにイチョウの苗木を植えました。－私も植えるのを手伝った覚えがあります－それからもう40年以上経つわけで、大きな樹になっています。秋には黄色くモミジし、葉が落ちるころには、道路一面黄色の絨毯を敷きつめたようになります。また、銀杏の実が落ちるので、それを拾いに来る人も毎日、何人かあるようです。

　食堂の向かって左側の一部が購買になって文房具類、パン、飲物なども売っています。

ここらあたり杉の木がありました。一、二本は残って大きくなっていますが昔の橋から正門に至る道路沿いに植えてあったものだそうで、この杉の木が切られてない間は学校祭のアーチ用に枝を切って使ったりもしていました。

　玄関あたりに松が植えてありますが、二中創立当時、高橋重友先生（柏8）が、お兄さんの富山義直先生（柏1）とリヤカーで運んで来て植えたと言っておられた樹ですが、残っているでしょうか。枯れた樹もあるようですが。創立60周年記念事業（前庭、並びに憩いの森）で、松を補植しましたが、中にはあまり元気でない樹もあるようです。ここに松を植えることについては、柏2内田稲吉氏が、マツクイムシの関係を考えて松紅葉（マツモミジ）になるからだめだといって大反対をしておられたのを思い出します。

　今は建て替えられて、なくなりましたが、玄関に向かって建物の右端に鉄筋校舎がありました。これは、鳥取県下で最初の鉄筋校舎でした。三階建、六教室　昭和30年に落成しました。工費1200万円。しかし、地元負担金が必要で、ＰＴＡ70万円、篤志寄付40万。この金を集めるため、東高を卒業し、当時学生であった私たちのところまで、募金の依頼が来たりもしました。今では考えられないことではないでしょうか。

　出来上がった昭和30年には、3年生となった7回生がまず最初の生徒として使用しました。

しかし、平成5年ごろから校舎の増改築が始まりグランドに仮設校舎を建てて、生徒はそちらで勉強するようになり、いわゆる＜旧鉄筋＞は取り去られ、平成6年7月、管理棟完成、保健室・職員室などに姿を変えました。




高原教育




　私ごとですが、私が東高の生徒であったのは昭和24年の東高発足時、1年生として入学したので、同窓会の1回生、２回生の方々は、先輩の３年生、２年生として、４回生、５回生の方々は私が３年生になったときの２年生、１年生で、互いによく知っているわけです。



　大学を卒業して、東高の先生として昭和31年に勤務した時は、山脈10回生の皆さんの入学と一緒に東高に入学したわけで、当時の２年生は9回生、3年生は8回生です。これから昭和37年まで、東高に居ましたから、10、11、12、13、14回生(特に12、14回生は担任として)の方の授業に出ました。15回生は1･2年、16回生は1年の時だけ授業に出ました。

昭和46年に再び東高に帰ってきて2年生の担任になりました。この人たちは山脈24回生ですので、山脈17～21回生はよく知りませんが、昭和46年以来、平成6年退職までずっと東高に勤務し退職後も時間講師で昨年平成16年3月まで途中ちょっと抜けた時がありますがほとんど授業に出ていました。(現在は、華道部の講師のみに出ています。)



　昭和46年に東高に帰ってみますと、以前全校で行っていた臨海学校は1年生のみとなり、2年生は高原教育（大山、2泊3日）となっていました。これは修学旅行の代わりのようです。



　修学旅行は昭和25年の富士登山や、関西方面旅行に端を発していたものが、以後関東方面(鳥取－大阪－江ノ島－鎌倉－東京－日光－鳥取)や九州旅行5泊6日が行われていましたが、交通事情が悪化ということで、昭和41年3月の九州一周旅行が最後となり中止となりました。そしてそのかわりに

昭和41年7月18日から3日間2年生の「校外学習旅行」が京都比叡山で行われました。昼間は、自然探訪、文化史蹟巡り、夜は文化講演会(第1夜は比叡山大僧正葉上老師、第2夜は京都大学小倉親雄(柏葉4回生)教授)を聞きましたが、日程に無理があるという反省があり次の年昭和42年から大山鏡ヶ成での高原教育となったようです。



　『最初の年の昭和42年は、準備期間の関係もあって2年生550名全員をキャンプ生活させるためのテントの調達ができず、150名の希望者だけ野外生活をさせ、残りの生徒は国民宿舎の方に宿泊させた。又、当時の鏡ヶ成周辺は、国民休暇村指定直後で、まだ道路が整備されておらず、人跡まばらな山地を地図を頼りに、高地に登っては見通しをつけて前進するという苦難な状態にあった。昭和45年には生徒全体のテントができ、キャンプ生活をすることができるようになった』。(創立五十周年記念誌)

1クラス43～44人が５～６人に分かれて夫々がテントを張り、自炊のキャンプ生活をする――事前に山岳部の生徒が中庭でテント張りの指導をし、各班のテントをもらって大山へ行く――。

高原のしおりには、

　高原教育の目的から始まって、日程表(詳細なもの)・生活関係諸注意・装備表(個人と各班)。野営場施設配置図・テント設営位置・テント設備および撤収の要領・登山の諸注意・登山日程(大山コース、烏ヶ山コース、大山滝コース)登山要領・地図・キャンプファイヤー日程および担当・食事献立(例)・班編成テント番号・登山コース氏名表などなど。






　第１日　８時30分　バス10台で学校出発　蒜山で昼食、13時鏡ヶ成集結、13時20分　開校式　テント設営　身辺整理　夕食準備

　地面にパネルを敷いてテントを張るのが一苦労。炊事は薪を使ったことのないものが多く、炊きつけの枝などを先に燃やしてしまって、あとでどうしよう困った困った･･･など。指導の若い先生も、紙や小枝を燃やしてしまって、あとはおまえらでやれ－？など。男子の中で考えて準備をしてきた班はバーベキューのいい匂いをさせていたり、女子の班はソーメンにチェリーなどだけで、そんなものを食べていては登山ができないのではないか、と思われたり－職員も生徒の班に食費を出しておいたので一緒に食べさせてもらいました。トイレには蚊がわんわんいる、そして昔流の上から落とすと打って返えしが来る式なので、よう使いません！という生徒は鏡ヶ成の国民宿舎の方まで連れていきました。

21時30分消灯。職員はそれから4人ぐらいで1時間ずつ手分けして1時30分まで巡視。何とか寝させようとしました。



　第２日　５時30分起床。朝食準備、後片付け、6時登山弁当配布、7時20分ごろより各登山隊出発。昼食は、現地で取って、大山隊は16時帰着。烏ヶ山は大体13時30分、大山滝は14時帰着。夕食準備、食事、後片付、自由時間。19時キャンプファイヤー　21時終了。

　キャンプファイヤー(各自トーチ家から作って持参)19時25分開会宣言「遠き山に日は落ちて」

トーチ入場。点火のことば。点火「燃えろよ燃えろ」営火長挨拶。

19時40分　　フォークダンス

20時30分　　トーチサービス

20時36分　　採火

20時37分　　分火

20時50分　　学年長挨拶「校歌」

20時55分　　閉会宣言

　夏の感激は、東高祭でシンボルを燃やして踊った時に勝るとも劣らぬものでした。

22時　　　　　消灯　就寝。

　職員は、興奮し盛り上がった生徒を寝させるのに2時まで予定を組んで巡視しました。皆うまく寝てくれたかな？



　第３日

６時　　　　　起床、朝食準備、後片付

８時30分　　 ルーム別行動

10時　　　　 昼食準備、後片付

11時10分　　テント撤収、清掃

12時30分　　閉校式

13時10分　　出発

16時　　　　 鳥取帰着



　大体以上のような日程で毎年高原教育が行われこれも東高生活における友情、心の交流、互いの固い結びつき－クラス、学年－の団結などの出発をうながすものの一つであると思われていました。

　しかし事前準備、当日の山道の整備、危険箇所の手当て、キャンプの指導･･･問題点・困難点が多くありましたが何とか平成4年まではこの行事が続けられました。

　平成4年より高原教育は、冬季高原教育として雪の氷ノ山で1月29日～31日行われることとなりました。

　当時の卒業生の東高生活における修学旅行や、高原教育の思い出は、現在は冬季高原教育の思い出に変わっているようです。




昭和31年に普通科単独6日制になる




　現在、東高同窓会の会員数が、2万4千人を超えていますが、東高山脈の9回生(S33年3月卒)までは各卒業生4クラス約200人、10回生(S34年3月卒)より急増期の15回生(S39年3月卒)までは、6クラス約300人で、それ以後は12クラス約600人、11クラス(約500人)が29回(53年3月卒)まで、それ以降10クラスとなっているようです。

　昭和30年には学区制が解かれました。それまでは市内の若桜街道より東側は東高へ。西側は西高へ。したがって兵庫県の浜坂・居組・豊岡などは東高。気高・青谷・浜村などは西高とされ、旧制中学校の在校生は、一中、二中、県女などの区別なく学校を決められました。また、八頭郡の生徒は八頭高へ、泊などの生徒は倉吉東高へやらされました。

　また、東高発足当時から、早々と実施されて来ていた五日制が他校に比べて最も遅くではありましたが学区制と共に廃止されました。

　五日制の土曜日は校内大会－ほとんどの種目を行いました－、補習、研究授業など。もちろんクラブ活動も。このため誰もが複数のクラブに所属していました。私は10クラブぐらいに入っていてその上生徒会活動もしていました。勉強などはいつやれてるのかな？

　新制高校三原則は、総合制、学区制、男女共学でしたが、総合制と学区制が崩れてきたわけです。

　『昭和27年当時から、すでに高校再編成の話は出てきたが、年度末、いよいよ本決まりとなった2月ごろから「校名問題」が持ち上がった。そして職員会議だけでなく、生徒会やPTAの方でも議論を呼んだ。普通科は単独で、独立し工業科と農業科が一緒になることになったが、そのときの校名「鳥取実高」に対して工業から反対が出て、「鳥取工業」ならいいと言い、農業科は反対。どちらも鳥取東高を主張した。その上、西高が「鳥取高校」にしたいと言い出して混乱に輪をかけた。「鳥取東高」というのは価値のある名だったのである。

　昭和28年度、普通科、工業科、農業科で構成されていた総合制の東高は、この年分離して普通科単独校として独立することになった。

　結局、普通科は「鳥取東高」を名乗って、校章・校歌なども引継ぎ、工業科と農業科が一緒になって「鳥取高校」を作った。』（創立50周年記念誌より）

　昭和30年には五日制が廃止され翌年の10回生からは五日制になり中には、ダマサレた?!と言っている人もいましたが。






　50～60年前の東高時代にあったことを思い出すままに二、三書いてみます。

◎	農繁休暇　昭和24年は6月9～12日。10月24～26日。

◎	厳冬休暇　旧正月休み。2月16～20日。以降毎年同じころに3～4日学校が休みになりました。

◎	遠足　毎年春と秋。学年全体行動として行いました。近いところでは久松山、砂丘、霊石山、空山。秋にはバスで、小鹿渓、高清水公園、戸倉峠、大山。HRで行先や行き方、クラス単独か学年かなどほとんど生徒が決めていたと思います。

◎	生徒会活動　三校舎(普通科、工業科、農業科)全体の議会の議席は－代議員といってましたが－直接立候補制でした。

投票前は、ポスターを学校中に張り出したり、廊下で休憩時間中演説をしたり、投票日には校舎の屋根に出て、自分への投票を呼びかける人もいました。

　代議員会は一日かけて、三校舎のメンバーが集まって議論をしました。それぞれの校舎の利害が絡まって血を吐くような言い合いでした。予算案の審議の時は一日ではすまなかったです。私なども河原に引っ張り出されて文句をつけられましたが、『わしを殴ったら代議員会で言ってやる！』とかえっておどかしてやったこともありました。

________________________________________



文中に引用した写真は、倉恒貞夫先生の提供。

カットは、山崎勝彦さん（山脈　12回生）に描いて頂きました。
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